
月刊HACCP2008年7月号  107

１　はじめに

　わが国において、カンピロバクター食中毒の
食中毒発生数（一事例あたり２人以上の事件）
は、平成15年以降ノロウイルスに次いで２番目
に多く、食品衛生学上重要な細菌である。カン
ピロバクター属は17菌種に分類されるが、その
うち食中毒の原因はカンピロバクタージェジュ
ニ（Campylobacter jejuni）およびカンピロバク
ターコリ（Campylobacter coli）の２菌種とされ
ている。カンピロバクター（ジェジュニ／コリ）
は少ない菌量で発症することや食品中の汚染菌
量が少ないことから、食品等におけるカンピロバ
クターの検査を行う場合、選択増菌培地であら
かじめ増菌し、スキローやバツラーなどの選択分
離培地で分離する方法が一般的である。選択増菌
培地としてはプレストン（Preston）培地、CEM
培地、ボルトン（Bolton）培地、Exeter培地など
があるが、最も使用されているのはプレストン培
地である。また、損傷の可能性が高い場合には
ボルトン培地が使用される。培地は一般的に自
家調製される場合に手間がかかる欠点を有し、プ
レストン培地を例にとると、OXOIDのマニュア
ルに記載されたプレストン培地（500㎖作成）処

方によれば、Nutrient Broth NO2 CM67を12.5ｇ
精製水475㎖に溶解し、121℃、15分間高圧滅菌
し、50℃に冷却して、Horse Blood SR48 25㎖と
Campylobacter Selectivie Supplement SR117お
よびCampylobacter Growth Supplement SR84を
各一瓶加え、十分混合して完成する。 培地の保存
は４℃で７日間とされている。
 このように、作成には煩雑な操作を必要とし、
作成量が500㎖単位と限定されること、保存期間
が７日間と短いことから検査件数と使用期間（検
査実施期間）が制約され、大多数の現場では円滑
な使用が困難であることが欠点とされる。
 そこで、弊社はこれらの欠点を改善することを
目的として、プレストン培地をベースとして製造
方法に改良を加えて保存性を高めた生培地を作成
し、「プチット－カンピロ」として発売したので
本稿にて培地性能試験結果を中心とした商品の紹
介を行う。

２ ｢プチット－カンピロ｣の商品説明

　弊社製品の「プチット－カンピロ」は、カンピ
ロバクターの選択増菌培地であるプレストン培地
をベースに、培地調製時の操作の簡略化と培地の
保存性を高めるために開発された商品である。
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　プチット－カンピロは、弊社の｢プチット｣シ
リーズ製品同様の仕様であり、力価が不安定な添
加剤などを使用時に基礎培地に添加または混和す
る従来の方法と異なり、プレストン基礎培地（1.25
倍濃度）を８㎖分注した樹脂製チューブに、あら
かじめ各１㎖容量に濃度調整した抗生剤およびウ
マ溶血液を高バリア性フィルム製の小袋に封入し、
浮遊させ、最終容量を10㎖としてある。
　力価が不安定な雑菌抑制剤や単体保管が難しい
うえ秤量分注することが容易でないウマ溶血液を
高バリア性フィルムの圧着技術によって小袋に封
入させることにより、小袋を摘んで潰すという操
作だけで培地調製の簡略化を実現した。さらに、

２種類の添加剤が使用直前まで基礎培地と完全に
分離した状態に保持できることから長期間の保存
が可能となった。　
　使用に際しては添加剤入りの小袋を容器の外か
ら摘んで潰して内容物を基礎培養基に溶かし込む
だけで常に新鮮な培地を簡単に調製できることを
特徴とする生培地製品であり、使用方法は図１に
示すとおり、簡単に使用状態のプレストン処方の
カンピロバクター増菌用培地を調製することがで
きる。

３　「プチット－カンピロ」
　　の性能について

　「プチット－カンピロ」は操作の簡易性と経済
性に優れたカンピロバクター増菌用培地である
が、従来から市販されている培地製品と性能が同
等であることを確認する目的で当商品と市販培地
を用時調製したものについて、以下の実験を行っ
た。
〈発育試験〉
目的：「プチット－カンピロ」と市販培地のカン

ピロバクター発育性能を比較検証するため
に、カンピロバクターを１～ 10CFU/㎖に
なるように菌混濁液を調製し、培地10㎖に

プチットカンピロ写真（左）：調製前（右）：調製後

図１　プチット－カンピロ培地の使用方法

①未使用の培地には添加剤入りの小袋が浮遊

②使用直前に小袋を容器の外から摘んで潰す

④液面をネジ口まで押し上げて空気を抜き、キャップを閉める

③小袋の潰れを確認のうえ、試料液を１㎖分注する

⑤微好気条件下にて、42℃で24～48時間の増菌培養後に選択分離培地で培養を行う
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対し１㎖接種し、42℃、24時間増菌培養し
た後、mCCDA培地に塗抹し37℃、48時間
微好気培養し、発育態度を観察した。

使用培地：「プチット－カンピロ」（抗生剤・ウマ
溶血液小袋封入プレストン）、プレス
トンブロス（市販粉末培地使用）

使用菌株

培養条件：42℃、24時間培養
結果：使用したカンピロバクター２菌種は、図

２に示すように、ｍCCDA寒天培地上で旺
盛に発育し、発育態度に差異が認められな
かったことから、市販培地と「プチット－
カンピロ」においてカンピロバクターが良
好に増菌したことが確認された。このこと
から、「プチット－カンピロ」は市販粉末
培地と同等の性能を有することが示唆され
た。

４　まとめ
　
　本商品は樹脂製チューブに分注したプレストン
基礎培地に抗生剤およびウマ溶血液を小袋に封
入し浮遊させた仕様を特徴としており、従来から
指摘されてきた培地調製が500㎖単位であること
に由来する培地使用上の不経済性が解消され、検

査コストの削減が実現できる商品である。
　小袋を摘んで潰す操作だけで１検体単位で培地
が調整可能になり、培地調整の簡略化を実現した
だけでなく、添加剤が使用直前まで基礎培地と完
全に分離した状態に保持できることから長期間の
保存が可能となったことも強調される。具体的な
保存期間については現在試験中であり、次回報告
する予定である。　
　今後は、検査方法の統一化を目的として改定が
検討されている食品衛生法に基づく方法を想定し
て、培地量や検体量の変化に合わせた、容器の容
量や添加剤の増量や培地濃度を検討し、適宜変更
した製品も開発する予定である。
　商品の包装形態は、販売単位は製品本体が20本
入りで、価格は7000円であり、１検体あたり350
円と安価である。
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図２　市販プレストン培地および「プチットーカンピロ」で増殖させた
　　　カンピロバクターのmCCDA寒天培地上における発育態度

使用した増菌培地：写真共通　左　プレストン培地、右「プチットーカンピロ」
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